
別紙-1

箱根路開雲( R07) ３ ・ ４ 階客室扉ハンド ル改修工事

1 ３ ・ ４ 階客室扉ハンド ル改修( 開き 戸)
　 ①３ 階( 301～311 313～317号室) 、 ４ 階( 401～414 416～419号室) の
　 　 客室扉ハンド ル( 開き 戸) の握り 玉ド アノ ブを 撤去
　 ②扉を 加工し 、 穴隠し プレ ート ( エス カッ ショ ン) を 設置
　 ③レ バーハンド ル( 非接触カード キー型電子錠及びシリ ンダー錠
　 　 ( マス タ ー錠対応) 付き ) の新設

2 ３ ・ ４ 階客室扉ハンド ル改修( 引き 戸)
　 ①３ 階( 312号室) 、 ４ 階( 415号室) の客室扉ハンド ル( 引き 戸) の

 　 　 既設バーハンド ルを 残す　
　 ②非接触カード リ ーダーの新設
　 ③扉と 扉枠に引き 戸用通電金具を 設置

3 カード 発行機を 受付に設置し 、 データ 入力機を納品

その他詳細は、 設計説明書・ 特記仕様書・ 図面によ る

工　 事　 概　 要　 書



別 紙 -2    

   設  計  説  明  書  

 

１  工 事 件 名   箱 根 路 開 雲 ( R0 7 ) ３ ・ ４ 階 客 室 扉 ハ ン ド ル 改 修 工 事  

 

２  工 事 場 所   神 奈 川 県 足 柄 下 郡 箱 根 町 湯 本 ５ ２ １ － ４  東 京 都 職 員 共 済 組 合  箱 根 路 開 雲 

        最 寄 駅  箱 根 登 山 鉄 道 箱 根 湯 本 駅 下 車  徒 歩 1 5分  

 

３  工   期   契 約 確 定 の 日 の 翌 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 １ ３ 日 ま で  

         

４  支 払 条 件   前 払 い  契 約 額 （ 税 込 み ） の ４ ０ ％ を 支 払 う ( 但 し 、 1 0 万 円 未 満 の 端 数 は 切

り 捨 て る 。 )  

部 分 ・ 一 部 し ゅ ん 功 払 い は 行 わ な い 。  

 

５  工 事 計 画   契 約 確 定 後 直 ち に 関 係 者 と 打 合 わ せ を 行 い 、 現 地 ・ 部 材 を 調 査 し 、 仮 設 計

画 及 び 施 工 計 画 書 、 施 工 要 領 書 、 工 事 工 程 表 等 を 作 成 し 、 共 済 組 合 監 督 員

の 承 諾 を 得 る こ と 。 ま た 、 設 備 機 器 等 の 長 納 期 品 に つ い て は 、 納 期 遅 延 と

な ら な い よ う 発 注 手 配 を 速 や か に 進 め る こ と 。  

 

６  施 工 条 件  ( 1 ) 工 事 上 の 留 意 点 に つ い て  

・ 旅 館 、 レ ス ト ラ ン 、 会 議 室 等 の 営 業 を し な が ら の 工 事 と す る 。  

・ 作 業 時 間 は １ ０ 時 ～ １ ５ 時 と す る 。 （ チ ェ ッ ク ア ウ ト か ら チ ェ ッ ク イ ン

ま で の ア イ ド ル タ イ ム ）  

館 外 に 騒 音 が 出 る 工 事 は １ １ 時 ３ ０ 分 ～ １ ５ 時 と す る 。  

        ・ 施 設 を 運 営 し て い る た め 、 施 設 の 機 能 を 維 持 し な が ら 工 事 を 行 う 。  

        ・ 取 り 付 け た カ ー ド キ ー は 、 そ の 日 の チ ェ ッ ク イ ン ま で に 施 設 運 営 者 に 引  

         き 継 ぎ を 行 う こ と 。  

・ 関 係 者 の 安 全 を 確 保 す る と 共 に 、 運 営 に 支 障 が 生 じ な い よ う に 配 慮 す る

こ と 。  

・ 作 業 日 ・ 作 業 日 時 等 に つ い て は 、 施 設 管 理 者 及 び 共 済 組 合 監 督 員 と 十 分

協 議 を 行 っ た 上 で 施 工 す る こ と 。  

・ 作 業 範 囲 、 作 業 内 容 を 施 設 管 理 者 と 密 に 打 合 せ の 上 、 施 工 す る こ と 。  

 ・ 電 気 ・ 水 道 料 金 に つ い て は 、 運 営 に 支 障 の な い 範 囲 で 無 償 と す る 。  

        ・ 本 工 事 で 支 障 と な る 什 器 等 を 施 設 内 に 移 動 す る こ と 。  

        ・ 受 注 者 は 、 安 全 対 策 等 必 要 な 事 項 に つ い て 、 各 関 係 機 関 等 と 事 前 に 調 整



を し た 上 で 工 事 搬 入 ・ 搬 出 路 、 日 程 ・ 時 間 等 を 決 定 す る こ と 。  

 周 辺 は 観 光 地 で 前 面 道 路 は 狭 あ い で あ り （ 行 き 違 い 通 行 箇 所 多 数 ） 、 時

期 や 時 間 帯 に よ っ て 非 常 に 混 雑 す る た め 、 工 事 搬 出 入 に 際 し 、 日 程 や 時

間 等 制 約 を 受 け る （ 工 事 用 資 材 の 搬 出 入 の 制 約 見 込 み ： 早 朝 及 び １ １ 時

～ １ ５ 時 ３ ０ 分 に 搬 出 入 可 、 土 曜 ・ 日 曜 ・ 休 日 の 搬 出 入 不 可 、 大 型 車 両

の 通 行 は １ 時 間 当 た り ２ ～ ３ 台 ま で 。 駅 前 道 路 は 通 行 不 可 ） 特 に ４ t を 超

え る 車 を 通 行 さ せ る 場 合 は 適 切 に 交 通 誘 導 員 を 配 置 す る こ と 。 途 中 通 過

す る 橋 に ２ ５ t の 重 量 制 限 が あ る 。  

又 、 工 事 関 係 車 両 の 出 入 等 の 際 は 、 道 路 を 汚 さ な い よ う に す る こ と 。  

又 、 本 工 事 周 辺 の 道 路 、 工 作 物 等 を 破 損 、 損 傷 さ せ た 場 合 は 、 受 注 者 の 責

任 に お い て 速 や か に 原 状 復 帰 を 行 う こ と 。  

        ・ 受 注 者 の 作 業 員 待 機 所 、 資 材 置 き 場 及 び 駐 車 場 に つ い て は 、 施 設 管 理 者 と

協 議 す る こ と 。  

( 2 ) そ の 他  

・ 工 事 関 係 従 業 員 の 風 紀 維 持 に 万 全 を 期 す る こ と 。  

・ 周 辺 の 環 境 を 十 分 に 考 慮 し 、 振 動 ・ 騒 音 等 の 対 策 を 事 前 に 十 分 検 討 し 、

共 済 組 合 監 督 員 に 具 体 的 に 説 明 す る と と も に 、 問 題 が 生 じ た 場 合 に は 速

や か に 対 処 す る こ と 。  

・ 敷 地 内 は 全 面 禁 煙 と す る こ と 。  

 

７  質 問     本 設 計 図 書 に 質 問 の あ る と き は 、 別 紙 ３ を 参 考 に 質 問 書 を 作 成 し 、 受 付 期

間 内 に 当 該 質 問 書 を メ ー ル に 添 付 し て 下 記 契 約 担 当 課 ま で 送 信 し て く だ さ

い 。  

な お 、 メ ー ル の 件 名 は 「 【 質 問 】 箱 根 路 開 雲 （ R0 7 ） ３ ・ ４ 階 客 室 扉 ハ ン ド

ル 改 修 工 事 」 と し て く だ さ い 。  

受 付 期 間  指 名 通 知 後 か ら  

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ５ 日 ( 月 ) 午 前 １ １ 時 ま で ( 時 間 厳 守 )  

         回   答  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ８ 日 ( 木 ) 午 後 ５ 時 ま で に 回 答 予 定 。  

 

８  契 約 担 当 課   東 京 都 職 員 共 済 組 合  管 理 部 財 務 課 契 約 管 財 担 当  

( 都 庁 第 一 本 庁 舎 北 棟 ３ ８ 階 )  

（ 質 問 送 信 先 ）   メ ー ル ア ド レ ス  S 9 0 0 0 06 0 @s e c t i o n . me t r o . t o k y o . j p  

Ｔ Ｅ Ｌ  ( ０ ３ ) ５ ３ ２ ０ － ７ ３ １ ３  

Ｆ ａ ｘ  ( ０ ３ ) ５ ３ ８ ８ － １ ８ ０ ０  

 

mailto:S9000060@section.metro.tokyo.jp


９  現 地 確 認   現 地 確 認 の 期 間 を 令 和 ７ 年 ８ 月 中 旬 か ら 令 和 ７ 年 ８ 月 下 旬 ま で の 期 間 に 設

け る 予 定 で す 。 指 名 さ れ た 方 の み 現 地 確 認 が 可 能 で す 。  

 

１ ０  注 意 事 項   ① 入 札 に 当 た っ て は 、 世 間 の 批 判 を 招 く こ と の な い よ う 良 識 あ る 行 動 を と

る よ う お 願 い し ま す 。  

         ② 設 計 図 書 、 参 考 数 量 内 訳 書 等 の デ ー タ は 入 札 以 外 の 目 的 に 使 用 す る こ と

を 厳 禁 し ま す 。                 



          質  問  書        別紙-3    

                           

（  ／全 ）  

宛  先    ： 東京都職員共済組合 管理部財務課契約管財担当 宛 

メ ールアド レ ス ： S9000060@sect i on. met ro. t okyo. j p 

件  名    ： 箱根路開雲( R07) ３ ・ ４ 階客室扉ハンド ル改修工事  

質 問 者   ：（ 代表者）   

担 当 者   ： 所属  氏名  

連 絡 先   ： ℡ Fax  

提 出 日   ： 令和  年  月  日 

質問事項 

N o 設計図書記載箇所 質   問 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

（ 行が不足のと き は 2 枚以上と し てよ い。）  

mailto:S9000060@section.metro.tokyo.jp


  

特 記 仕 様 書 

 

第 1   工事概要 

1.1 工事件名  箱根路開雲(R07)３ ・ ４ 階客室扉ハンド ル改修工事 

1.2 工事場所  神奈川県足柄下郡箱根町湯本５ ２ １ －４  

東京都職員共済組合 箱根路開雲 

1.3 工事概要  客室扉のバリ アフリ ー整備基準適合のためのハンド ル改修工事 

1.4 工  期 契約確定の日の翌日から 令和８ 年３ 月１ ３ 日ま で 

 

第 2   一般事項 

2.1 適用範囲 

こ の特記仕様書は、「 令和５ 年版 東京都建築工事標準仕様書」（ 以下、「 標準仕様書」 と

いう 。） に定めのない事項又はこ れによ り 難い事項を定める 。 こ の特記仕様書に記載さ れて

いない事項は標準仕様書によ り 施工する 。  

こ の工事は、設計図書に従い施工する が、設計図書に明示さ れていない事項でも 工事の性

質上当然必要なも のは、 監督員の指示に従い施工する 。  

2.2 特許権等の調査について 

こ の工事に関する 特許権、 意匠権等については、 その有無を事前に十分調査する 。  

 

第 3   仮設工事（ 工事に伴う 光熱水費の取り 扱い）  

3.1   作業及び試運転調整等に要する 光熱水費は、 施設の運営に支障のない範囲内で無償と する 。 

 

第４   作業管理 

4.1 本工事は、 営業・ 運営中のホテルで、 機能を維持し ながら 作業を行う 。  

そのため作業時間、 作業範囲及び作業音等に制約を受ける 。  

・ 関係者の安全を確保する と 共に、 営業に支障が生じ ないよ う 、 十分に配慮する こ と 。  

・ 資材搬出入時に当該施設を破損さ せないよ う 、 養生を十分に行う 。  

・ 作業範囲、 作業内容を作業前に施設運営者へ報告し 確認をと る こ と 。  

・ 作業箇所の工事に伴い使用を認めら れた施設の部分は適切に管理し 、 当該工事の範囲以外

は使用し てはなら ない。  

・ 集塵機を使用し 、 周辺に粉塵が散ら ないよ う にする こ と 。  

・ 駐車場の使用については、 駐車でき る 台数が限ら れている ので、 事前に施設運営者と 協議

する こ と 。  

・ 資材搬出入は須雲川の上流側道路よ り 行い、 箱根湯本駅前の道路を通行し ないこ と 。  

4.2  作業日時 

(1) 本工事の現場作業日・ 時間帯は、 打合せによ り 決定し 実施する 。  

 ・ 作業の可能な時間は１ ０ 時から １ ５ 時ま で。（ チェ ッ ク アウ ト から チェ ッ ク イ ンまでの 

アイ ド ルタ イ ムと し 、 連泊の客室は別日と する 。）  

・ 近隣に対し ての音出し 作業の可能な時間は、 １ １ 時３ ０ 分から １ ５ 時ま で。  

・ 取り 付けたカード キーは、 その日のチェ ッ ク イ ンま でに施設運営者に引き 継ぎを行う  

こ と 。  

(2) 事前に工程表（ 準備期間・ 作業日の明確化） を作成し 、 監督員の承諾を受ける 。  



  

 

第５   工事関係図書 

5.1 工事完了時の書類と し て報告書等を次によ り 提出する 。  

(1) 工事対象箇所の着手前後を撮影する 。  

(2) 搬入状況写真と し て品名又は製造番号等が特定でき る 写真及び施工状況の撮影記録を

提出する 。  

(3) 現場撤収時には、 清掃・ 片付けはすべて完了し 、 施設の運営に支障のないよ う にする 。 

 

第６   工事内容 

6.1  本工事の内容は以下のと おり 。  

・ ３ 階(301～311 313～317 号室)、４ 階(401～414 416～419 号室)の客室扉ハンド ル(開き  

戸)の握り 玉ド アノ ブを撤去後、扉を加工し 、穴隠し プレ ート (エス カッ ショ ン )を設置後、 

レ バーハンド ル(非接触カード キー型電子錠及びシリ ンダー錠(マス タ ー錠対応)付き )の 

新設と する 。シリ ンダー錠の子鍵は各部屋３ 本と する 。マス タ ー錠の子鍵も ３ 本と する 。 

・ ３ 階(312 号室)、 ４ 階(415 号室)の客室扉ハンド ル(引き 戸)の既設バーハンド ルを残し  

 非接触カード リ ーダーの新設と する 。 扉と 扉枠に引き 戸用通電金具を設置する 。  

・ 電子錠取付けにあたり 、扉本体及び扉枠を加工し た際に建具の塗膜やシート が剥がれた 

箇所については、 補修を行う も のと する 。  

・ 電子錠取付け後、 正常に動作する こ と を確認する も のと する 。  

・ カード 発行機２ 台、 データ 入力機２ 台、 宿泊者用カード キー400 枚、 従業員用カード キ 

ー10 枚、 アルカリ 単三乾電池( 34×4=136 個 予備 16 個) を用意する 。  

 

第７  建設副産物処理について 

7.1  受注者は「 建設工事に係る 資材の再資源化に関する 法律」、「 資源の有効な利用の促進に 

関する 法律」、「 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律」、「 建設副産物適正処理推進要綱」（ 平 

成 14 年 5 月建設事務次官通達）、「 建設廃棄物処理指針」（ 環境省）、「 東京都建設リ サイ ク  

ルガイ ド ラ イ ン」 に基づき 建設副産物の発生抑制、 現場内での分別、 再使用、 再生利用及び 

適正処理に努める 。 ま た、 再生資源の積極的活用に努める 。  

7.2  受注者は建設廃棄物の処理に当たっては、 自ら の責任において適正に処理し なければな 

ら ない。 なお処理を委託する 場合は以下のこ と に留意し なければなら ない。  

(1) 運搬と 処分について、 それぞれ許可業者と 書面によ り 委託契約と する と と も に、 契約内

容を適切に履行する よ う に指導する 。  

(2) 産業廃棄物管理票（ 以下「 マニフェ ス ト 」 と いう 。） 等で処理が契約内容に沿って適正に

行われたこ と を確認する と と も に、 マニフェ ス ト の交付状況、 廃棄物の搬出数量、 運搬日

等を整理し た集計表を作成する 。  

(3) マニフ ェ ス ト を監督員に提示する 。 ま た、 集計表及びマニフ ェ ス ト の写し を監督員に提

出する 。  

 

（ 担当） 東京都職員共済組合事務局事業部貸付課 

施設工事担当（ 電話 03-5320-7384）  
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箱根路開雲(R07)３ ・ ４ 階客室扉ハンド ル改修工事

東京都職員共済組合事務局事業部貸付課
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  ４ 階電気設備平面図

  建具表（ 既設）  



案内図 配置図 01



３ 階平面図 02

工事対象箇所：

３ 階（ 301～311 313～317号室）

客室扉ハンド ル（ 開き 戸）

握り 玉ド アノ ブ撤去後

レ バーハンド ル新設

（ 非接触カード キー型電子錠）

３ 階（ 312号室）

客室扉ハンド ル（ 引き 戸）

既設バーハンド ルを残し

非接触カード リ ーダー新設



４ 階平面図 03

工事対象箇所：

４ 階（ 401～414 416～419号室）

客室扉ハンド ル（ 開き 戸）

握り 玉ド アノ ブ撤去後

レ バーハンド ル新設

（ 非接触カード キー型電子錠）

４ 階（ 415号室）

客室扉ハンド ル（ 引き 戸）

既設バーハンド ルを残し

非接触カード リ ーダー新設



断面図（ １ ） 04



断面図（ ２ ） 05



312号室詳細図 06



415号室詳細図 07



３ 階電気設備平面図 08



４ 階電気設備平面図 09



沓摺： ス テンレ ス キッ ク プレ ート ： ス テンレ ス 1.2t H= 300

甲種防火戸(特定防火設備) 乙種防火戸(防火設備)

３ ・ ４ 階建具表（ 既設） 10

備 考

見 込

雑金物
シリ ンダーモノ ロ ッ ク 錠(サムタ ーン付)

引棒(バーハンド ル)、 ハンガーレ ール

シリ ンダーモノ ロ ッ ク 錠(サムタ ーン付)

86 100

ピポッ ト ヒ ンジ、 DC

種 類 片開き フラ ッ シュ 扉

LSD/9

姿 図

材 料

記 号 SFD/2

数 量 34

場 所 ３ ・ ４ 階客室

ス チール(化粧フィ ルム貼) ス チール(化粧フィ ルム貼)

2

３ 階客室(312号室)・ ４ 階客室(415号室)

片引き 扉(片面戸袋タ イ プ)



令和５年１月１０日 

東京都職員共済組合 

事業者のみなさまへ 

 

工事請負契約の入札における最低制限価格の算定基準について 

 

令和４年１２月６日付で、東京都財務局「調査基準価格及び最低制限価格の設定について

（通知）」が改正されたことに伴い、最低制限価格の算定式の一部を変更することとしました

ので、お知らせします。 

事業者の皆様のご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

１ 設定範囲の見直し内容 

  最低制限価格の設定範囲を予定価格の１０分の７．５以上１０分の９．２以下から１０

分の７．５以上１０分の９．３以下に見直します。 

 

２ 算定方法 

予定価格の内訳から、①直接工事費、②共通仮設費、③現場管理費、④一般管理費等を

基に、原則として下記算定式により設定します。 

ただし、予定価格の内訳に発生材（有価物）の売却費等が含まれている場合は、その費

用を①から④までを基に算定した金額に合算します。 

また、建築工事（建築設備工事を含む。）については、直接工事費に現場管理費の一部に

相当する額（以下「現場管理費相当額」という。）が含まれているため、最低制限価格の算

定に当たっては、直接工事費から現場管理費相当額を減じた額を直接工事費とし、現場管

理費は、現場管理費に現場管理費相当額を加えた額とします。 

なお、現場管理費相当額は、直接工事費と明確に区分できる場合を除き、直接工事費に

10 分の１（昇降機設備工事にあっては 10 分の２）を乗じた額とします。 
 

 

最低制限価格 算定式 

          直接工事費  共通仮設費  現場管理費  一般管理費等 

設定金額   ＝（ ①×0.97＋②×0.9＋③×0.9＋④×0.68）＋消費税相当額 

                              

 

 

 

      75％                 93％ 100％       

 

  

 

  

 

ただし、算定の結果、設定金額が予定価格の 7.5/10 に満たない場合は、予定価格の

7.5/10 とし、設定金額が予定価格の 9.3/10 を超える場合は、予定価格の 9.3/10 としま

す。 

 

設 定 範 囲 ０％ 

案件ごとに算定式により

算定した金額で設定 

(予定価格) 

92％から 93％へ引き上げ 



 

解体工事における算定式 

 上記算定式によらないものとしている解体工事については、以下の算定式となります。 

 

         直接工事費  共通仮設費  現場管理費  一般管理費等 

設定金額   ＝（ ①×0.8＋②×0.9＋③×0.9＋④×0.68）＋消費税相当額 

    

 

 

 

      75％                 93％ 100％       

 

  

  

 

 

ただし、算定の結果、設定金額が予定価格の 7.5/10 に満たない場合は、予定価格の

7.5/10 とし、設定金額が予定価格の 9.3/10 を超える場合は、予定価格の 9.3/10 としま

す。 

 

その他についても東京都財務局が定める算定基準を使用します。 

 

３ 実施時期 

  令和５年１月１６日以降に入札公告等を行う案件から実施します。 

  （工事発注予定表に、最低制限価格を設定する旨を明記します。） 

 

 

予定価格等の公表   

   工事請負契約案件については、原則として予定価格を事後公表します。再々入札とな

る場合は、事前公表します。 

 

ただし、中小企業の積算に係る負担等を考慮し、平成３０年１０月１日以降に入札公

告等を行う案件から、下記に掲げる対象案件につきましては、予定価格を事前公表しま

す。 

 

○ 実施対象 入札を行う工事請負契約のうち、次に掲げる案件 

      １ 建築業種は予定価格が 4 億４千万円未満 

      ２ 土木業種は予定価格が３億５千万円未満 

      ３ 設備業種は予定価格が２億５千万円未満 

 

最低制限価格については事後公表します。 

 

★予定価格を超える金額での入札は、落札者となりません。 

★最低制限価格を下回る金額での入札も、落札者となりません。 

★入札の回数は３回とし、３回で落札しない場合は不調とします。 

 

【問合せ先】東京都職員共済組合事務局管理部財務課 契約管財担当 電話 03-5320-7313 

設 定 範 囲 ０％ 

案件ごとに算定式により

算定した金額で設定 

(予定価格) 

92％から 93％へ引き上げ 


